














































































































































































項　目 1株 稔 実 英　　数 m2当たり
処理区 1粒萸 2粒棊 3粒英 総棊数 稔実英数
①10cm並木植 3．9 10．2 2．5 16．6 415
（24） （61） （15） （100）
②10cm千鳥植 4．2 12．6 2．9 19．7 493
（21） （64） （15） （100）
平　均 4．1 11．4 2．7 18．2 455
（22） （63） （15） （100）
③20cm並木植 5．5 14．5 3．0 23．0 288
（24） （63） （13） （100）
④20cm千鳥植 6．8 15．0 3．5 25．3 316
（27） （59） （14） （100）
平　均 6．2 14．8 3．3 24．3 303
（26） （61） （13） （100）
⑤30cm長方形値 7．2 17．1 4．2 28．5 242
（25） （60） （15） （100）
⑥30cm千鳥植 9．8 18．7 4．6 33．1 281
（30） （56） （14） （100）
平　均 8．5 17．9 4．4 30．8 262
（28） （58） （14） （100）
正常植　　平　均 5．5 13．9 3．2 22．6 315
（24） （62） （14） （100）
千鳥植　　平　均 6．9 15．4 3．7 26．0 361











































処理区 1粒棊 2粒ii医 3粒泰 総英重 1英重
?
重
①10cm並木植 4．4 11．5 4．2 20．1 1．21 50．3
（22） （57） （21） （100）
②10cm千鳥植 4．7 13．3 4．5 22．4 1．14 56．0
（21） （59） （20） （100）
平　均 4．6 12．4 4．4 21．3 1．18 53．2
（22） （58） （20） （100）
③20cm並木植 5．7 14．4 5．6 25．7 1．12 32．1
（22） （56） （22） （100）
④20cn千鳥植 6．8 18．7 6．5 32．0 1．26 40．0
（22） （58） （20） （100）
平　均 6．3 16．6 6．0 28．9 1．19 36．1
（22） （57） （21） （100）
⑤30cm長方形植 6．9 22．7 8．1 37．7 1．30 31．3
（18） （66） （22） （100）
⑥30cm千鳥植 14．1 24．0 9．8 47．8 1．44 39．7
（29） （50） （21） （100）
平　均 10．5 23．4 9．0 42．8 1．37 35．5
（25） （54） （21） （100）
正常植　　平　均 5．7 16．2 6．0 27．8 1．21 37．9
（20） （58） （22） （100）
千鳥植　　平　均 8．5 18．7 6．9 34．1 1．28 45．2
（25） （55） （20） （100）
注：（）内の数値は総英重に対する1～3粒萸重の割合いを示す。
第5表食味テスト目
栽植 ①10cm・②10cm ③20cm ④20cm ⑤30cm ⑥30cm
食味内容 並木植区 千鳥植区 並木植区 千鳥植区 長方形植区 千鳥植区
歯あたり （感触） 一100 一100 一100 十70 十100 十100
粘り気 （感触） 一100 一100 一90 十70 十100 十100
甘さ （食味） 一100 一100 一100 十70 十100 十100
水気 （食味） 一100 一100 一100 十70 十100 十100
＊一ｫい　＋良い　食味老（農場実習皿受講者42名）
＊＊ｴ触・・歯あたり，粘り気は歯での感触……甘さ，水気は舌ざわり感触
とめたものが第5表である。
　本表からもみられるように，食味については処理区間できわめて明らかな差が認められ，10
cm区ではすべての項目について悪い（一）との回答が100％であったのに対し，30　cm区では
すべての項目について良い（＋）との回答が100％得られた。興味あるのは20cm区であり，同
じ栽植密度でありながら並木植区ではほとんど100％が悪い（一）との回答に対し，千鳥植区で
は良い（＋）との回答が70％も得られた。こうした理由を明らかにするための詳しい調査は行
われなかったが，第4表にみられるような各処理間における平均1黄重の違い，つまり子実の
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充実度に大きなかかわりをもつものと考えられた。
む　　す　　び
　以上の結果から，極早生品種を用いてのエダマメ栽培では，収量，食味とくに食味の点から
m2当たり10株前後（40×25～30）の疎植が必要であり，同じ栽植密度条件下では正常植（並木
植，長方形植）に比べ千鳥植が有利なことが認められた。
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